
食品ロス対策について 

 

１. 平成 30 年度 実施事業 

○フードドライブ(※１)窓口のモデル設置 

  [定 期] 金沢市保健所にて 

毎週火曜 10：00～14：00 

 10/30までの 24回で延べ 262人が利用（約 2,600個、約 730㎏） 

  [不定期] イベントにて開設（５回） 

○食材レスキュークッキング教室（年４回／７月、９月実施済 12月、2月実施予定） 

○食品ロス削減啓発リーフレット作成・配布（小学生高学年以上向け） 

○宴会時の食べきり啓発チラシ作成 

   →  H31（2019）の食品ロス削減協力店制度開始に向けた店舗や同業組合等への 

個別訪問ツールとして配布開始 

○食品ロス削減協力店登録制度グッズ[※]の作成〔配布は H31(2019)から〕       

 [※] ステッカー、取組案内シール、卓上三角柱 

  

２. 新規施策 案 

 ○食品ロス削減協力店登録制度（「いいね・食べきり推進店」）開始 

   →  登録店舗には登録制度グッズを配布 

 ○フードシェアリング(※２)導入の検討 

   ・市内におけるフードシェアリング導入可能性調査 

   ・先進事例の調査・研究 

(※１) フードドライブ 

     家庭で余っている食品を持ち寄り、福祉団体などに寄贈する活動。 

(※２) フードシェアリング 

      余剰食品を、必要としている人に、案内・安価で提供するサービスのことで、主に飲食店・ 

    小売店の食品ロスを減らそうとする取組。 

      現在、「TABETE（タベテ）」「ReduceGo（リデュースゴー）」等の店舗訪問型サービス、 

    「KURADSHI（クラダシ）」「Otameshi（オタメシ）」等のネット販売型サービスがある。 
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